
  

    

             

 
 

 

気
功
の
意
味
を
直
視
す
る 

于 

雷 

 

一
、
世
界
中
の
各
民
族
の
発
展
史
か
ら
見
る
と 

気
功
現
象
は
ど
こ
の
国
に
も
存
在
し
ま
す
。
言
い

方
が
違
う
だ
け
で
す
。
中
国
で
は
“
気
功
”
と
言

い
ま
す
。
イ
ン
ド
で
は
ヨ
ガ
で
す
。 

中
国
気
功
の
源
は
原
始
巫
術
で
す
。
巫
師
は
天

地
と
会
話
出
来
る
人
で
す
。
巫
術
の
思
想
、
方
法
、

技
術
の
使
用
は
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
五
行
（
木
・
火
・
土
・
金
・
水
）

の
使
用
で
す
。 

二
、
五
行
の
使
用
に
よ
っ
て
無
医
薬
時
代
に
た
く

さ
ん
の
治
病
、
養
生
の
方
法
を
作
り
ま
し
た
。 

例
え
ば
一
番
古
い
摩
腹
法
が
あ
り
ま
す
。
右
手
で

お
腹
を
時
計
回
り
で
ず
ー
っ
と
按
摩
し
ま
す
。
内

臓
の
気
の
調
和
が
と
れ
、
免
疫
力
を
高
め
て
病
気

予
防
に
役
立
つ
方
法
で
す
。
今
で
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。 

三
、
約
１
万
年
前
の
新
石
器
時
代
に
“
禁
”
と
い

う
治
療
方
法
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
外
気
施
術

の
源
で
す
。
“
禁
”
の
意
味
は
病
気
の
発
生
発
展

を
禁
止
し
て
進
行
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

四
、
新
石
器
時
代
の
養
生
法
に
“
鴻
”
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
広
く
て
限
り
が
な
い
と
い
う

意
味
で
す
。 

 

五
、
約
４
６
０
０
年
前
の
黄
帝
時
期
の
気
功
師
の

肩
書
き
は
“
祝
由
”
と
言
う
管
職
で
し
た
。
“
祝

由
”
は
今
で
言
う
神
社
の
神
主
職
、
お
寺
の
別
当

職
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

六
、
黄
帝
時
期
の
陶
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
陶

器
に
は
気
功
練
功
の
姿
が
描
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

站
椿
功
の
姿
勢
の
上
半
身
は
男
性
、
下
半
身
は
女

性
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
陰
陽
同
体
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。
現
代
の
練
功
法
に
先
督
後
任
の
練

功
順
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
黄
帝
の
時
代
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。 

 

七
、
意
念
は
認
識
能
力
で
す
。
気
を
感
じ
る
こ
と

を
認
識
し
ま
す
。
お
天
気
を
予
測
す
る
認
識
、
陰 
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陽
五
行
の
変
化
の
認
識
、
透
視
能
力
獲
得
の
認
識
、

遥
視
災
変
化
の
認
識
（
災
難
が
来
る
前
に
わ
か
る

能
力
）
。
そ
の
練
功
方
法
と
技
術
は
み
ん
な
気
功

術
で
す
。 

八
、
巫
術
に
つ
い
て 

 

原
始
生
活
の
中
で
人
類
の
生
活
能
力
は
大
き
な

自
然
の
変
化
に
適
応
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
洪
水
、

火
事
、
台
風
、
雷
な
ど
い
つ
も
民
族
社
会
を
つ
ぶ

し
ま
す
。
人
類
は
必
ず
自
身
の
潜
在
能
力
を
開
発

し
て
自
然
の
変
化
を
感
知
す
る
能
力
を
強
化
し
て

特
に
遠
距
離
の
感
知
能
力
、
特
感
能
力
の
復
現
率
、

再
現
率
を
高
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
能

力
は
人
間
が
元
々
持
っ
て
い
る
能
力
で
す
。
誰
で

も
練
習
で
持
て
る
能
力
で
す
。
超
常
能
力
を
誰
で

も
持
て
る
と
人
体
の
常
態
能
力
に
な
り
ま
す
。 

 

人
間
は
天
地
の
産
物
で
す
。
宇
宙
自
然
の
気
の

変
化
を
感
知
す
る
能
力
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
。 

 

九
、
科
学
技
術
と
生
産
力
の
発
展
に
よ
っ
て
人
類

文
明
は
巨
大
な
進
歩
を
遂
げ
ま
し
た
。
し
か
し
人

類
自
身
の
能
力
の
開
発
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
一

時
期
、
特
別
能
力
を
持
つ
人
が
意
地
悪
、
打
倒
さ

れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
人
類
自
身
の
素
質
も

下
が
り
ま
し
た
。
現
代
生
活
方
式
の
過
度
の
肯
定

と
依
頼
は
人
体
健
康
に
危
害
を
及
ぼ
し
病
気
が
増

え
ま
し
た
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
は
生
活
習
慣
病

と
言
い
ま
す
。 

人
類
は
ま
た
繰
り
返
し
て
自
分
自
身
の
気
の
自

然
特
性
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。 

 

十
、
病
気
は
功
能
性
病
気
と
気
質
性
病
気
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。 

１
、
功
能
性
病
気 

功
能
性
病
気
は
気
の
不
足
で
人
体
器
官
自
身
の
能

力
を
活
か
せ
な
い
病
気
の
総
称
で
す
。 

２
、
気
質
性
病
気 

人
体
器
官
の
本
質
か
ら
発
生
す
る
病
気
の
総
称
で

す
。 

 

十
一
、
気
功
術
の
発
展 

人
体
内
練
技
術
の
発
展
を
高
め
ま
す
。
気
功
技
術

の
練
習
で
、
人
体
自
身
の
能
力
を
高
め
、
潜
在
能

力
の
開
発
が
出
来
ま
す
。
病
気
の
予
防
と
治
療
に

も
と
て
も
魅
力
あ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

十
二
、
現
代
科
学
で
は
脳
の
開
発
は
２
～
３
割
程

度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
事
は
潜
在
能
力

の
７
～
８
割
は
ま
だ
未
開
発
状
態
で
す
。
心
と
精

神
の
開
発
は
こ
れ
か
ら
気
功
を
研
究
す
る
課
題
で

す
。
人
は
気
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
気
は
宇

宙
を
構
成
す
る
基
本
で
す
か
ら
気
を
感
じ
る
こ
と

は
人
間
の
本
能
で
す
。 

 

十
三
、
科
学
技
術
の
発
展
と
進
歩
に
よ
り
パ
ソ
コ

ン
な
ど
機
械
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
機
械
の

発
展
で
人
体
の
自
然
感
覚
能
力
は
失
わ
れ
ま
し
た
。

気
功
技
術
で
人
間
が
本
来
持
つ
自
然
感
覚
能
力
が

甦
り
ま
す
。
気
を
感
じ
、
気
が
わ
か
る
こ
と
は
気

功
の
魅
力
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

十
四
、
気
の
感
じ
も
陰
陽
に
分
か
れ
ま
す
。
具
体

的
に
は
浅
い
感
じ
と
深
い
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
浅

い
感
じ
は
表
に
見
え
る
感
じ
で
深
い
感
じ
は
生
命

の
根
本
、
命
の
決
定
の
感
じ
で
す
。 

 

十
五
、
十
分
な
大
自
然
の
気
で
人
体
に
色
々
な
功

能
を
い
か
す
こ
と
で
延
年
長
寿
は
気
功
練
功
の
目



的
で
す
。 

 

十
六
、
気
功
功
法
は
高
低
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

気
功
術
で
気
の
感
じ
に
は
区
別
が
あ
り
、
気
の
感

じ
は
智
慧
力
の
昇
華
で
す
。 

 

雷
拳
解
説 

三
十
三
式 

蛍
火
穿
帘 

（
と
う
か
せ
ん
れ
ん
） 

 

拳
名
の
意
味 

蛍
火
ま
た
蛍
光
と
言
う
。
夏
の
日
、
中
国
で
は
河

岸
へ
行
っ
て
蛍
を
見
に
行
く
楽
し
み
が
あ
る
。 

蛍
た
ち
は
銀
河
か
ら
人
間
の
世
界
に
降
っ
て
く
る

星
の
よ
う
に
人
々
の
希
望
と
理
想
に
乗
っ
て
ま
た

時
空
を
超
え
て
宇
宙
へ
飛
び
立
つ
。 

蛍
の
穿
透
力
は
強
い
。 

河
岸
に
沿
っ
て
住
む
民
家
の
門
簾
、
窓
簾
は
布
や

珠
子
で
作
る
物
で
、
夜
に
な
る
と
蛍
た
ち
は
門
簾
、

窓
簾
を
穿
透
し
て
家
の
中
に
飛
び
入
る
。 

色
彩
斑
瀾
の
世
界
を
構
成
す
る
。 

蛍
火
穿
帘
は
蛍
の
穿
透
力
の
よ
う
な
拳
法
で
隙
間

か
ら
飛
び
入
る
こ
と
。 

 

姿
勢 

左
足
と
右
足
の
前
後
を
交
換 

 

右
足
を
左
足
の
傍
に
寄
せ
、
左
手
は
身
の
前
を
経

由
し
て
頭
の
上
に
帘
を
引
き
上
げ
る
。 

右
足
一
歩
前
身
、
右
足
は
弓
歩
に
な
り
、
右
手
は

蛍
の
よ
う
に
前
に
飛
ん
で
行
く
。 

 

呼
吸 

左
手
を
上
げ
る
時
吸
う
。
右
手
を
前
に
出
す
時
呼
。 

意
念 

蛍
は
帘
の
隙
間
に
飛
ん
で
行
く
。 

 

三
十
四
式 

夸
父
追
日 

(

こ
ぶ
つ
い
か) 

拳
名
の
意
味 

 

夸
父
は
中
国
遠
古
時
代
の
神
様
で
す
。 

頭
は
青
空
に
届
く
ほ
ど
身
が
大
き
い
。 

走
る
の
が
速
い
。 

あ
る
日
、
東
の
空
に
昇
る
太
陽
に
夸
父
は
追
い
つ

け
る
と
意
欲
が
出
た
。 

走
っ
て
走
っ
て
太
陽
を
追
い
か
け
る
。
太
陽
が
山

に
落
ち
る
前
に
追
い
つ
く
。 

夸
父
追
日
は
神
様
が
太
陽
に
追
い
つ
く
姿
を
真
似

て
足
の
快
速
、
霊
動
を
表
現
す
る
。 

 

姿
勢 

身
は
右
側
に
ね
じ
り
、
左
手
は
右
へ
落
と
す
。 

重
心
を
前
に
移
し
な
が
ら
一
歩
前
進
。 

軽
や
か
に
霊
動
す
る
。 



呼
吸 

吸
う
。 

 

意
念 

太
陽
を
追
い
か
け
る
。 

手
足
は
元
気
満
々
。 

パ
ワ
ー
が
溢
れ
る
。 

梅
雨
の
薬
膳 

枸
杞
・
竹
の
子
・
肉
絲 

  

梅
雨
の
季
節
で
す
。 

湿
気
が
強
い
こ
と
で
気
の
流
れ

が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
心
身
に
疲
労
の
感
覚
が
出

や
す
い
で
す
。
夏
は
火
の
季
節
で
す
。
五
行
説
で

は
夏
に
対
応
す
る
臓
腑
は
心
で
す
。
湿
の
気
が
強

く
、
心
の
火
は
抑
制
作
用
が
あ
り
、
心
の
火
が
強

く
な
る
こ
と
で
身
が
強
く
目
が
は
っ
き
り
し
ま
す
。

高
血
圧
、
老
眼
が
改
善
し
ま
す
。 

薬
膳
効
果
を
体
験
し
て
下
さ
い
。 

 

材
料 

枸
杞
・
・
・
１
０
０
㌘ 

竹
の
子
・
・
・
１
０
０
㌘ 

豚
肉
・
・
・
５
０
０
㌘ 

油
・
・
・
５
０
㏄ 

 

調
味
料 

砂
糖
、
醤
油
、
塩
、 

ご
ま
油
、
料
理
酒 

 

作
り
方 

１
、
豚
肉
を
長
絲
に
切

り
ま
す
。 

竹
の
子
を
細
く
切
り
ま
す
。 

枸
杞
を
水
で
洗
い
ま
す
。 

 

２
、
鍋
に
油
を
入
れ
て
熱
く
な
る
ま
で
待
っ
て
豚

肉
絲
、
竹
の
子
の
順
に
入
れ
て
炒
め
ま
す
。 

料
理
酒
を
入
れ
て
か
ら
砂
糖
、
醤
油
、
塩
で
お
好

み
の
味
に
仕
上
げ
ま
す
。 

そ
こ
に
枸
杞
を
入
れ
て
混
ぜ
る
よ
う
に
炒
め
、
最

後
に
ご
ま
油
を
入
れ
て
出
来
上
が
り
で
す
。 

３
、
ご
飯
と
一
緒
に
ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ 

❤ 

 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
で
す
。

皆
様
の
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ
イ
電
話
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
ご
訪
問
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
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o
u
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o
m

】 

 

月
刊
『
氣
』
の
目
的
は
皆
様
と
の
心
の
交
流
で
す
。 

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か
を

分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊
『
氣
』
の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み

に
、
よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 
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